
社会科の初志をつらぬく会(別称 個を育てる教師の集い)

第 62回 全 国 研 究 集 会
2019年８月１０日(土 )・１１日(日) 会場：京都三条・日昇館尚心亭

学年別分科会

この子の「変容」を願う学びの中で、私に何ができたのか、

小 学 社
何をすべきだったのか

Ａ ５ 会 「情報化社会、何が便利で、何が問題なの？

年 科 ～食品ロスをなくしたい！これからの情報サービス
を実現する川越さんとの出会いの中で～」

木下 智実(所属校・実践校 埼玉・所沢市立宮前小）

小 学 社 この子の育ちを願った授業作り －自己肯定感の獲得－

Ｂ ６ 会 「大塩平八郎の乱」
年 科 西岡 和人(所属校・実践校 大阪・寝屋川市立田井小）

小 学 社
聴き合い、語り合い、つながり合う授業を目指して

Ｃ ６ 会 「ニジェール国の自立を願う『蚊帳販売』

年 科 ～世界の人々とともに生きる～」

前田 俊作(所属校・実践校 熊本・熊本市立御幸小）

課題別分科会

１ カルテと座席表
茨城大学 杉本憲子
東都大学 川合春路

２ 授業記録の検討会の進め方 名古屋大学 柴田好章

３ 初志の会の授業実践のアーカイブ 信州大学 松本 康

４ インクルーシブ教育 インクルーシブ教育研究所 堀 智晴

５ 初 志 の 会 の 授 業 研 究 を 考 え る 西南学院大学 田代裕一

九州大学 田上 哲
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講 演 会

全国研究集会への派遣申請書を希望される方

お近くの各地区研究部長まで、送付先の氏名住所
をＦＡＸまたは電話でお知らせ下さい。
・関東(以北) 西川 健二 tel 045-772-1791

fax 045-773-6794
・甲信越 中村 榮三 t/f 0265-72-6292
・東海 柴田 好章 t/f 052-789-2622
・関西 西裏 慎司 tel 075-595-8774
・西部(中国・四国以西) 田上 哲 t/f 0942-92-6377

わたしたちの考え方
○わたしたちの会は、つめこみ・教えこみの指導を排し、すべての教科に子どもが中心にいる生き生きとした授業の創造をめざしています。

○わたしたちの会は、ひとりひとりの子どもを人間として大切にし、広い視野から個性的に考えることのできる子どもを育てようとしています。

○わたしたちの会は、問題解決学習をすることによって、ものごとの本質を見ぬき、新しい社会を創造する子どもが育つと考えています。

○わたしたちの会は、互いに励まし磨き合える人間関係を築き、授業実践にもとづいて主体的で地道な研究に努めています。

◆ 案 内 ◆

・本会は1958(昭和33)年に発足し、現在約1,200

名の会員・誌友からなる全国的な組織です。

・本会は毎年8月初旬に全国研究集会を催す他、

各地区(関東・甲信越・東海・関西・西部)

ごとに研究集会を開きます。その他地域サ

ークルによる研究も行い、情報交換などにも

寄与しています。

・会員は会の中核として活躍し、諸種の集会

に参加したり、会誌に投稿したりする場合

優先権を持ちます。

・本会の会誌『考える子ども』(学術雑誌指定)は、

年間７冊発行し、2019(令和元)年5月現在、第

392号を数えました。市販はしておりません。

・会員は会費(誌代を含む)年8,000円、誌友は

誌代送料とも6,000円を前納します。

(会計年度は、毎年7月1日より新年度)

<郵便振替口座番号 00120-2-52161 社会科の初志をつらぬく会>

・入会を希望される場合は会費を、誌友希望の

場合は誌代をそえて事務局にお申しこみ下さい。

講 演

「何のための
教育か

－二極化への抵抗－」

本会会長 小林宏己
(早稲田大学)

◆ 役 員 ◆
名 誉 会 長 上田 薫 元・都留文科大学学長 事 務 局 長 水田辰男 大阪

会 長 小林宏己 早稲田大学 〃 副 局 長 古 隆子 大阪

委 員 長 鎌田和宏 帝京大学 編 集 部 長 島本恭介 神奈川

副 委 員 長 川合春路 東都大学 〃 副 部 長 梅田比奈子 神奈川

〃 田上 哲 九州大学 広 報 部 長 川合英彦 愛知

〃 柴田好章 名古屋大学 〃 副 部 長 木下智実 埼玉

研 究 部 長 藤井千春 早稲田大学 出 版 部 長 的場正美 東海学園大学

〃 副 部 長 宮澤知可子 三重 連携推進部長 〃

インクルーシブ教育担当 堀 智晴 インクルーシブ教育研究所 〃 副部長 足立敏雄 三重

〃 副部長 杉本憲子 茨城大学

《地区研究部》
関東研究部長 西川健二 神奈川 関西研究部長 西裏慎司 京都

〃 副部長 保科登喜子 東京 〃 副部長 東田晶明 兵庫

甲信越研究部長 中村榮三 長野 西部研究部長 田上 哲 九州大学

〃 副部長 大谷 実 新潟 〃 副部長 横山幸生 熊本

東海研究部長 柴田好章 名古屋大学

〃 副部長 谷本博史 三重

《運営委員》
運 営 委 員 市川則文 三重大学 運 営 委 員 傳田伸剛 長野

〃 川嶋稔彦 滋賀 〃 平山恵子 東京

〃 倉本哲男 愛知教育大学 〃 福田宏美 岡山

〃 近藤久史 元神戸女子大学 〃 松本 康 信州大学

〃 田代裕一 西南学院大学 〃 山根栄次 元三重大学

《会計監査》
会 計 監 査 影山俱陸 静岡 〃 浅田芳正 奈良

評議員（五十音順)

渥美利夫 （愛知） 戸崎延子 （神奈川） 松村好雄 （長野）

市川 博 （神奈川） 中村 亨 （福岡） 松本健嗣 （神奈川）

加藤九二代（愛知) 橋本輝久 （三重） 水戸貴志代（広島）

小林龍史 （長野） 長谷川正巳（愛知） 八橋久枝 （長野）

酒井宏明 （愛知） 日比 裕 （愛知） 山本良苗 （静岡）

霜田一敏 （愛知） 深谷孟延 （愛知） 吉見博史 （京都）

鈴木 収 （愛知） 別木達彦 （大分） 若林シゲミ（大阪）

田島 薫 （愛知）

会への入会等
連 絡 先

社会科の初志をつらぬく会 本部事務局 〒573-1182 大阪府枚方市御殿山町12-22

別称・個を育てる教師のつどい 水田 辰男 方 FAX 072-847-1611

本会HP http//www.s-syoshi.com/ 事務局メール syoshi-aa@s-syoshi.com

《研究主題》 学級の子どもの多様化と問題解決学習 －何をめざす資質・能力(コンピテンシー)なのか－

新学習指導要領では、各教科で学年ごとに子どもたちに育成すべき資質・能力が明確にさ 現在、私たちの生きる世界において民主主義をより適切に支え機能させるために、子

れ、その育成を目標にして学ぶ内容が配当されている。コンピテンス・ベースドの教育課程と どもたちに人間として欠かすことのできない資質・能力を育成することが必要とされて

いわれている。 いる。それはどのような資質・能力なのであろうか。また、そのような資質・能力は問

このことは「社会の進展に力を致す態度や能力を養成する」(昭和22年版「学習指導要領社 題解決学習を通じて、どのように育成することが可能なのだろうか。

会科編Ⅰ」)という、初期社会科の復権のようにも感じられる。 私たちは、世界において、国内において、人々の間で発生している分断・対立を克服

しかし、例えば「21世紀型能力」などに対して、それを唱道する側も批判する側も、子ども しなければならない。そして、多様な人々が相互に認め合い、公共の活動に参加・貢献

たちに育成するべき資質・能力に対して経済的な観点のみから検討されているのではないだろ し合い、互恵的に社会生活を支えていかなければならない。そのためには、社会科をは

うか。確かに現代では経済がグローバル化され、さらに今後は多くの仕事がＡＩ化されると予 じめすべての学習活動において、子どもたちに個としての強い人間的な資質・能力を育

想されている。この点で、新たな発想の元に起業するようなリーダーの育成や、変化していく 成することが必要である。

労働形態に柔軟に再適応できる能力の育成などが必要とされている。流動的な経済的世界に対 私たちの願いは、社会科の問題解決学習の実践を通して多様な人々と共に生きる社会

応して生き抜くための人材が求められている。新学習指導要領で示されている資質・能力につ を創造していく生活者として、子どもたちが育つことにある。私たちの使命は、そのよ

いても、そのような人材の必要性という観点から理解されがちではないだろうか。 うな生活者に必要とされる、個として強い人間的な資質・能力を育成することにある。

ここに「初期社会科」との大きな相違がある。「初期社会科」において養成することが目指 決して「人材」という商品価値としての資質・能力を育成することではない。

された「態度や能力」は、民主主義社会を建設しそれを支えるための個として強い人間的な資

質・能力であった。

本会名誉会長 上田 薫 先生

終戦後の文部省で「初期社会科」の
学習指導要領の作成にあたる。そ
の後、名古屋大学・東京教育大学
・立教大学教授、都留文科大学学
長を歴任。1958年の本会結成以来、
本会の理論的な支柱となり、運営
委員長、会長、名誉会長を務める。
『上田薫著作集』(全15巻)黎明書房



総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を扱う営業所での取引に関する責任者です。この旅行規約に関して担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく総合旅行業務取扱管理者におたずね下さい。

この旅行条件は、2019 年 3月1日現在を基準としております。また旅行代金は2019 年 3月1日
現在有効なものとして公示されている運貨・運賃・適用規則を基準として算出しています。
・パンフレット作成日：2019年 3月1日　

ごあんない
個人旅行情報の取扱について
（1） （株）近畿日本ツーリスト関西（以下｢当社｣）およびご旅行をお申込みいただいた受託旅行業者（以下「販売店」）

は、旅行申込みの際にご提出いただいた個人情報について、お客さまとの連絡や運送･宿泊機関等の手配のた
めに利用させていただくほか、当社の旅行契約上の責任、事故時の費用等を担保する保険の手続き上必要な
範囲内において当該機関等に提供いたします。また、旅行先でのお客さまのお買物等の便宜のため、お客さま
のお名前および搭乗される航空便等に係る個人情報を、電子的方法等で免税店等の事業者に提供いたしま
す。お申込みいただく際には、これらの個人情報の提供についてお客さまに同意いただくものとします。

（2） 当社は当社が保有するお客さまの個人情報を商品開発や商品案内など販売促進活動、お客さまへのご連絡
や対応のために、当社グループ企業および販売店と共同利用させていただきます。当社グループ企業および
販売店が共同利用する個人情報は以下のとおりです。　住所、氏名、電話番号、年齢、生年月日、性別、商品購
入履歴、メールアドレス

（3） 上記の他、当社の個人情報の取扱いに関する方針については、当社の店頭またはホームページでご確認下さい。

【お申し込み・お問い合わせ先】

【旅行企画・実施】

■ 本旅行（宿泊プラン）に関して契約変更および解除、責任および免責、損害賠償等に関する事項は、
（株）近畿日本ツーリスト関西の旅行業約款 （募集型企画旅行契約）によります
■ 特別補償／当社は特別補償規程の定めるところにより、お客様が旅行中に生命、身体または手荷物に
被った一定の損害について補償金及び見舞金をお支払いします。

■ 旅行催行の中止／最少催行人員に満たないときは旅行の実施をとりやめることがあります。この場合
は旅行開始日の前日から起算してさかのぼって 13 日目に当たる日より前に通知します。この場合お客
様に取消料は生じません。

■ 旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し、申込金を受理した時に成立するものとします。　　　
■ 旅行代金には、消費税等諸税が含まれています。 
■ その他詳細は当社募集型企画旅行条件書によります。

※休業日と営業時間外の取消・変更のお申し出には対応ができませんので、翌営業日の受付となります。

総合旅行業務取扱管理者：鈴木 国雄

株式会社近畿日本ツーリスト関西 京都支店

TEL：075-221-7401　FAX：075-223-5192
「社会科の初志をつらぬく会」係

〒604-8186 京都府京都市中京区車屋町通御池下ル梅屋町358 アーバネックス御池ビル西館 ８Ｆ
営業時間：月～金　10：00～17：00（土・日・祝日は休業）

【本部事務局】
〒573-1182　大阪府枚方市御殿山町12－22 

水田 辰男

ＦＡＸ 072-847-1611
Email：syoshi-aa@s-syoshi.com

■申込方法

①京都・日昇館尚心亭宿泊プラン（募集型企画旅行契約となります）①京都・日昇館尚心亭宿泊プラン（募集型企画旅行契約となります）

②昼食弁当（旅行契約以外の手配となります）②昼食弁当（旅行契約以外の手配となります）
昼食につきましては、事前予約にて受付いたします。昼食につきましては、事前予約にて受付いたします。

8月7日　17時以降の変更・取消によるご返金はできませんので、予めご了承ください。8月7日　17時以降の変更・取消によるご返金はできませんので、予めご了承ください。
8月１１日 お弁当（お茶付き） 1,２00円（税込み）8月１１日 お弁当（お茶付き） 1,２00円（税込み）

③集会参加費（旅行契約以外の手配となります）③集会参加費（旅行契約以外の手配となります）

誌友・一般：4,700円　会員：3,700円　院生・学生：2,700円誌友・一般：4,700円　会員：3,700円　院生・学生：2,700円
大会参加費は、事務局様からのご依頼に基づき、(株)近畿日本ツーリスト関西が代行収受
しております。ご入金後の返金は対応しておりません。
大会参加費は、事務局様からのご依頼に基づき、(株)近畿日本ツーリスト関西が代行収受
しております。ご入金後の返金は対応しておりません。

■宿泊日／２０１９年8月１０日（土）1泊■宿泊日／２０１９年8月１０日（土）1泊
■旅行代金／1４,７00円■旅行代金／1４,７00円

■宿泊施設■宿泊施設 日昇館 尚心亭
TEL：075-761-8111　
FAX：075-761-8105

社会科の初志をつらぬく会（別称：個を育てる教師のつどい）
第6２回全国研究集会

旅行業公正取引協議会
旅行業公正取引協議会会員

観光庁長官登録旅行業第2039号

一般社団法人 日本旅行業協会正会員

担当：折戸/吉中

株式会社近畿日本ツーリスト関西 京都支店

宿泊プラン・集会参加・昼食のご案内
近畿日本ツーリストでは、本集会のご宿泊用に下記ホテルをご用意しました。ぜひご利用ください。

各地（各自で移動）……ホテルチェックイン（京都泊）

ホテル各自にてチェックアウト…（各自で移動）…各地

各地（各自で移動）……ホテルチェックイン（京都泊）

ホテル各自にてチェックアウト…（各自で移動）…各地

1日目

2日目

1日目

2日目

〒605-0001　
京都市東山区三条通大橋東入2-57-62
〒605-0001　
京都市東山区三条通大橋東入2-57-62

・上記旅行代金は一泊　朝食・夕食付 1 名様当たりの料金 (サービス料･税金込 )です。
・お部屋：和室　男女別相部屋（4～ 5名 1室、 バス・トイレ付、大浴場あり）
・募集人員 200名　最少催行人員 15名　
・申込締め切り日：2019年 8月2日 ( 金 )　但し定員になり次第締め切りいたします。
・添乗員は同行いたしませんが現地係員がお世話いたします。
・旅行代金に含まれるもの：①宿泊代金②食事代金（朝食１回・夕食１回）③税金・サービス料
・旅行代金に含まれないもの：上記以外は旅行代金に含まれませんが、参加にあたって
通常必要となる費用を例示します。
個人的性格の費用：飲食代、クリーニング代、電話代など・傷害、疾病に関する医療費

取消日

取消料率

旅行開始日の前日から起算して
7日～2日前20日～8日前
30％20％

出発前日

40％

出発当日の
旅行開始前

50％

旅行開始後及び
無連絡不参加

100％

宿泊プラン取消料

宿泊プラン
日程

全
景（
イ
メ
ー
ジ
）

関西国

(https://camail.knt.co.jp/form/pub/knt_kbc/syakai)

■お申込後の変更・取消
お申し込み後の変更・取消については、お申し込み時の自動返信メールにキャンセルの旨をご連絡ください。営業時間外のご
連絡は翌営業日の取り扱いとなります。お客様の都合で取消される場合は、取消料を申し受けます。

■任意保険のお薦め
ご旅行をより安心できるものとする為、お客様自身で十分な旅行保険（疾病・傷害・盗難等）に加入されることをお薦めします。

アクセス：京都地下鉄・三条、京阪電車・三条で下車。徒歩1分。

①初志の会ホームページ (全国集会案内 )または右ＱＲコードから申し込みください。ご入力いただいたメールアドレス宛に、
　ご請求金額とお振込み先を記載したメールをお送りいたします。8月2日 ( 金 )までにお振込みください。
　予約完了に関する自動返信メールはknt-kyoto@or.knt.co.jp からお送りいたします。受信設定をお願いいたします。
②Ｗｅｂ以外からのお申し込み方法に関しましては、左頁申込書に記入の上、7月15日（月）までに下記本部事務局までＦＡＸまたは
　郵送にて申し込みください。本部事務局がＷｅｂ申し込み代行をいたします。受付確認後、ご請求金額とお振込み先をお知らせします。

一般の方で『考える子ども』7月号 (課題別分科会提案 )8月号 ( 集会提案
実践を掲載 )を事前に希望される方はお申し出ください。(各 1,000円 )


